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取り組み
学⽣が⾃分の⼿を動かすことで、理解・習
得できるように⼼がけています．教育にお
いても、研究においても対話・議論を重視
しています。

トンネル効果と変形混合: 
原⼦核がもし古典⼒学に従うなら、基底状態
は⼀番エネルギーの低い「形」になるが、量
⼦系なのでいろんな「形」が量⼦⼒学的に混
ざった状態が実現される。

集団運動の理論 ― ⼤⾃由度から集団に
とって重要な少数の⾃由度を抽出する―

ミクロな粒⼦は量⼦⼒学に⽀配されます。陽⼦と中性⼦が数個〜
数百個集まって出来る原⼦核は、量⼦⼒学が⽀配する多体系で、
シュレディンガー⽅程式(量⼦⼒学の基礎⽅程式)を厳密に解くこ
とができません。集団の運動に本質的な⾃由度を抜き出すことで、
原⼦核の集団的な振る舞いを記述する理論を作っています。

⼤次元空間に埋め込まれた少数次元の集団部分空間︓
全ての⾃由度を扱わず、理論的に重要な⾃由度だけに絞り込むこと
で、集団運動を記述する

佐藤 弘⼀

（写真貼付）

原⼦核の「形」
実はまん丸じゃない原⼦核。レモン型、みかん型、
キウイ型、etc.


